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研 究 課 題     ：  熱水噴出孔探査用 ROVの開発                                     

  （英文）  Development of ROV for hydrothermal vent exploration 

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  現在、地球温暖化が深刻な問題となっており、世界各地の気象や生態系に大きな影響を及ぼし

ている。地球温暖化の主要な原因としては温室効果ガスの増加が挙げられ、人為的な排出が注目さ

れがちである。しかし、自然的要因によってもメタンや二酸化炭素などの温室効果ガスは放出され

ている。その代表例の一つが熱水噴出孔であり、これは世界中の海底に存在し、継続的に温室効果

ガスを放出している。 

この熱水噴出孔から放出される温室効果ガスの量を調査・定量化することは、熱水噴出孔と地球温

暖化との関係を明らかにし、今後の地球環境変化を予測する上で極めて重要である。 

以上の背景から、本研究では熱水噴出孔調査用 ROV（Remotely Operated Vehicle）の開発を目的と

した。当初は、鹿児島県錦江湾に存在する水深約 200mの熱水噴出孔を調査対象とし、現地での観測

を目標としていた。しかし、関係各所に確認したところ、該当海域は海上自衛隊の管轄区域内にあ

り、調査を行うためには、許可を得た組織の調査に同行する必要があることが判明した。そのため、

今年度中の現地調査は実施不可能と判断した。 

そこで、本研究では方針を変更し、水深 200mまで潜航可能な低コスト ROVの開発を主な目的として

開発を進めた。                                           

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 水中ドローンの耐圧容器・電子機器の開発は完了し、実際に浅瀬での性能試験までは行うことが

できた。性能試験では、前進・後退・左旋回・右旋回・潜水・浮上といった基本動作を試験した。

少々推進力不足なところを感じるが、正常に動作した。実際に、流れのある隅田川でも性能試験を

行ったが、波の影響で動作は鈍るものの、望んだ動作をすることができた。開発に関しては、本研

究では主要部品を自作することにより、大幅にコストダウンして作成することができた。しかし、

耐圧容器の加工・背系に難航したことで開発が遅れたため、深部での実証試験までは完了すること

ができなかった。   

加えて、本研究内容で「第１４回気象機器コンテスト」にエントリーし、12 月 20 日に行われた最

終選考に出場した。 
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 

【最終選考の際のポスターの抜粋】 

 

【性能試験の様子 
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